
吸入薬によって、
うがいをするものと
しないものがあるの？

口腔内カンジダ予防のため、吸入ステロイド使用
後はうがいを推奨します。ステロイド以外の吸入
薬ではうがいは必須ではありません。
しかし、患者目線で見ると、吸入薬によってうが
いの有無を変えて指導すると、混乱を招く恐れも。
確実に吸入後に、うがいを行って頂くためにも、
全薬剤、全デバイスでうがいの指導を！！
（海南病院の吸入指導の方針です）
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～海南吸入指導スキルアップ研究会とは！？～

こんにちは。喘息、COPDなど呼吸器疾患の患者さんが症状や苦痛少なく、QOL良く過ごすためには、吸入
薬剤が果たす役割が大変大きく、適切な薬剤を“正しく”吸入することが大切です。私たち海南吸入指導ス
キルアップ研究会では、呼吸器疾患をお持ちの患者さんが良い治療コントロールを受けることができるよう、
①吸入薬剤の指導スキルの向上、②吸入指導を通じて薬剤師と処方医が理想的な病薬連携を果たすことがで
きること、を目標に活動しております。定期的に研修会を行っておりますので是非ともご参加下さい。

（呼吸器内科代表部長 村松秀樹）

～今日から役立つ！！吸入指導豆知識～

～海南病院外来吸入指導の流れ～

☆第1号☆

【吸入指導でとれる加算】
医師から依頼がある場合
→吸入薬指導加算 30点

依頼はないが、指導を行い、医師へ報告した場合
→服薬情報等提供料2 20点

～吸入指導報告の症例紹介～
28歳女性 咳喘息

シムビコートタービュヘイラーが初めて処方され、
外来にて初回指導の依頼書が発行されました。保
険薬剤師の指導後、こちらの報告書を頂きました。

患者さんが自己チェックできるよう
に指導していただきました！
指導内容も詳細に書いて頂き、
ありがとうございました。
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定期的な手技確認が患者さんの吸入アドヒアランス
維持につながります！
ご協力のほど、よろしくお願いいたします！！

外来処方箋を院内から院外へ変更するのを機に、村松医師の声掛けで吸入
指導のスキルアップを目的に発足しました。
吸入薬はデバイス毎に手技が異なり、患者さんが適切に吸入できるかどう
かを、薬剤師が評価する必要があります。
研修会に定期的に参加して頂く事で吸入指導への理解が深まり、患者さん
へのより良い指導へ繋がるのではとの考えから、年2回の研修会を開催して

います。また、現場の意見が盛り込まれた研修会になる様、保険薬局薬剤師
も企画・運営に参加し、研修会では実際に吸入薬のデモ機を使用してのグル
ープワーク、ロールプレイなどを行い、日頃交流がない他の保険薬局薬剤師
や病院薬剤師と交流できる場になっています。
そして、研究会では吸入指導時の参考にして頂けるように、試行錯誤しな
がら『吸入指導マニュアル』を作製しました。『吸入指導マニュアル』は海
南病院HPで公開しています。吸入指導時に参考にして頂けると幸いです。


